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令和５年度 事 業 報 告
　

令
和
五
年
十
月
十
六
日（
月
）、会
員
事
業
所
に
お

け
る
防
火
・
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、箕
面
市

消
防
本
部
に
お
い
て
令
和
五
年
度
箕
面
市
防
火
協
会

防
火
・
防
災
講
演
会
を
開
催
し
、三
十
二
名
の
皆
さ
ん

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
、箕
面
市
消
防
本
部
消
防
総
務
室
担
当

室
長
の
枡
川
昌
弘
様
か
ら『
箕
面
市
の
防
災
体
制
に

つ
い
て
』と
題
し
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

枡
川
様
は
、箕
面
市
の
消
防
職
員
で
あ
り
な
が
ら

市
の
防
災
部
局
で
あ
る
市
民
安
全
政
策
室
で
の
勤
務

経
験
を
お
持
ち
で
、台
風
や
地
震
時
な
ど
の
防
災
対

応
を
は
じ
め
、市
内
各
自
治
会
に
お
け
る
自
主
防
災

組
織
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
等
で
尽
力
し
て
こ
ら
れ
、現
在

は
消
防
総
務
室
に
て
そ
の
経
験
を
生
か
し
業
務
に
精

励
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、箕
面
市
の
防
災
体
制
に
つ
い
て
詳
し
く
ご

講
演
い
た
だ
き
、参
加
し
た
皆
さ
ん
は
熱
心
に
聴
い
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
講

演
会
終
了
後

の
質
疑
応
答

で
は
活
発
な

意
見
交
換
を

行
い
、盛
会
の

内
に
閉
会
の

運
び
と
な
り

ま
し
た
。

　

令
和
五
年
十
一
月
三
十
日（
木
）、会
員
事
業
所
に

お
け
る
更
な
る
防
火
意
識
の
高
揚
と
防
災
体
制
の
充

実
強
化
を
目
的
と
し
て
、堺
市
の「
堺
伝
匠
館
」
と

「
堺
市
総
合
防
災
セ
ン
タ
ー
」に
お
い
て
、令
和
五
年
度

箕
面
市
防
火
協
会
優
良
防
火
施
設
視
察
研
修
会
を

実
施
し
、十
七
名
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
視
察
し
た
｢堺
伝
匠
館
｣で
は
、堺
包
丁
で
有

名
な
刃
物
や
堺
五
月
鯉
幟
な
ど
堺
を
代
表
す
る
数
々

の
名
品
を
先
代
が『
匠
の
技
』を
時
代
に
沿
っ
た
形
で

し
っ
か
り
と
次
世
代
へ
引
き
継
ぎ
、そ
の
文
化
を
継
承

さ
れ
て
い
る
様
は
、正
に
防
災
・
減
災
活
動
を
未
来
に

向
け
継
承
し
続
け
て
い
く
上
で
非
常
に
参
考
と
な
る

も
の
で
し
た
。

　

ま
た
、「
堺
市
総
合
防
災
セ
ン
タ
ー
」で
は
、近
年
、

全
国
各
地
で
台
風
や
集
中
豪
雨
な
ど
の
自
然
災
害
が

猛
威
を
振
る
う
な
か
、今
後
発
生
す
る
と
言
わ
れ
て
い

る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
や
上
町
断
層
帯
地
震
な
ど
か
ら

会
員
自
身
や
家
族
・
社
員
あ
る
い
は
近
隣
の
方
々
の
身

を
守
る
た
め
の
方
法
や
行
動
に
つ
い
て
実
際
に
体
験
し

な
が
ら
学
び
ま
し
た
。地
震
体
験
や
煙
・
暗
闇
避
難
体

験
、消
火
体
験
な
ど
日
頃
は
で
き
な
い
体
験
が
で
き
、

防
災
や
火
災
予
防
の
重
要
性
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、懇
親
会
場
で
は
、和
や
か
に
会
員
相
互
の

親
睦
を
図
り
ま
し
た
。

１
．春
・
秋
の
火
災
予
防
運
動
の
推
進

２
．人
命
の
安
全
確
保
を
基
盤
と
し
た
広
報
活
動

の
推
進

３
．各
種
講
習
会
、視
察
研
修
会
の
実
施

４
．職
場
防
火
の
推
進
と
遵
法
精
神
の
高
揚

５
．消
防
団
、地
域
自
主
防
火
ク
ラ
ブ
な
ど
へ
の
助
成

６
．会
員
事
業
所
に
対
す
る
消
火
器
の
購
入
及
び

詰
替
の
斡
旋

優
良
防
火
施
設
視
察

　
　
　
　
研
修
会
を
開
催

優
良
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察

　
　
　
　
研
修
会
を
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催
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消
防
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別
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戒
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消
防
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末

　
消
防
特
別
警
戒
の
激
励

　

令
和
五
年
十
二
月
二
十
八
日（
木
）〜
三
十
日（
土
）

に
実
施
さ
れ
た
箕
面
市
消
防
団「
歳
末
消
防
特
別
警

戒
」に
伴
い
、寒
さ
厳
し
い
中
、地
域
の
防
火
防
災
の
た

め
警
戒
に
あ
た
ら
れ
て
い
た
消
防
団
員
に
対
し
、感
謝

の
意
を
表
し
、市
内
二
十
三
消
防
分
団
に
本
協
会
か
ら

の
激
励
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

近
年
、都
市
化
の
進
展
や
建
築
構
造
の
多
様
化
な

ど
に
よ
り
、災
害
や
火
災
の
態
様
は
複
雑
多
様
化
・
大

規
模
化
の
傾
向
を
強
め
て
い
ま
す
。火
災
な
ど
の
災
害

を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
に
は
、一
人
ひ
と
り
が
日
頃

か
ら
防
災
の
重
要
性
を
十
分
認
識
し
、自
主
的
な
防

火
防
災
活
動
を
積
極
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
何
よ
り

も
重
要
で
す
。

　

本
協
会
は
、自
主
防
災
組
織
と
し
て
の
認
識
を
更
に

高
め
、あ
ら
ゆ
る
機
会
を
利
用
し
、火
災
予
防
の
啓
発

と
防
火
防
災
思
想
の
普
及
啓
発
に
努
め
る
と
と
も
に
、

会
員
事
業
所
の
防
火
防
災
体
制
の
充
実
強
化
を
推
進

し
、次
の
事
項
を
重
点
目
標
と
し
て
積
極
的
に
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
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☆
広
報
活
動
の
実
施

　

消
防
車
両
に
よ
る
巡
行
宣
伝
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
・
立
看
板
・

の
ぼ
り
旗
及
び
ポ
ス
タ
ー
な
ど
に

よ
る
火
災
予
防
を
広
報
し
ま
す
。

☆
防
火
教
室
の
開
催

　

事
務
所
・
自
治
会
及
び
自
主
防

災
組
織
な
ど
を
対
象
に
防
火
教
室

を
開
催
し
、
火
災
予
防
意
識
の
高

揚
を
図
り
ま
す
。

☆
立
入
検
査
の
実
施

　

防
火
対
象
物
及
び
危
険
物
施
設

な
ど
へ
の
立
入
検
査
を
実
施
し
、

各
施
設
の
防
火
安
全
対
策
の
徹
底

を
図
り
ま
す
。

☆
消
防
団
ポ
ン
プ
性
能
試
験

　

消
防
団
車
両
二
十
三
台
の
点
検

整
備
を
一
斉
に
実
施
し
ま
す
。

消防訓練 体験コーナー

箕
面
市 

消
防
出
初
式

箕
面
市 

消
防
出
初
式

令
和
六
年

　
令
和
六
年
一
月
三
日（
水
）、箕
面
市
の
新
年
幕
開
け
を
飾
る
消
防
出
初
式
が
、市
立

萱
野
東
小
学
校
に
お
い
て
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、穏
や
か
な
日
差
し
の
中
、多
数
の
来
賓
と
市
民
の
方
々
が
来
場
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　
消
防
職
員
、消
防
団
員
、学
生
消
防
隊
員
、婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
員
、少
年
消
防
ク
ラ
ブ

員
の
皆
さ
ん
総
勢
五
六
〇
名
と
消
防
車
両
二
十
九
台
が
、威
風
堂
々
と
行
進
す
る
入

場
分
列
行
進
に
始
ま
り
、次
に
、市
内
の
小
・
中
学
生
か
ら
募
集
し
ま
し
た
防
火
作
品

（
火
災
予
防
啓
発
の
図
画
・
習
字
）の
大
阪
府
消
防
協
会
豊
能
地
区
支
部
長
表
彰
が
行

わ
れ
、入
賞
・
入
選
者
八
名
が
式
典
に
参
加
し
、同
支
部
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
消
防
訓
練
で
は
、消
防
職
員
、消
防
団
員
、学
生
消
防

隊
員
が
参
加
し
た
訓
練
が
披
露
さ
れ
、ド
ロ
ー
ン
を
活
用

し
た
被
害
状
況
の
確
認
と
屋
上
か
ら
の
緊
急
脱
出
、消

防
車
両
に
よ
る
一
斉
放
水
な
ど
、見
応
え
の
あ
る
迫
力
の

内
容
で
、来
場
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
訓
練
に
見
入
っ
て
い
ま

し
た
。

　
ま
た
、出
初
式
終
了
後
に
は
、体
験
コ
ー
ナ
ー
が
開
設

さ
れ
、本
協
会
が
寄
贈
し
た
電
気
ミ
ニ
消
防
車
・ミ
ニ
救

急
車
に
乗
る
こ
と
が
で
き
た
り
、小
型
ポ
ン
プ
車
に
乗
車

し
写
真
を
撮
っ
た
り
、他
に
も
水
消
火
器
体
験
・
防
火
衣

を
着
用
し
た
消
防
士
体
験
な
ど
が
で
き
、ど
の
コ
ー
ナ
ー

も
長
蛇
の
列
で
、多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

　
今
年
も
三
月
一
日（
金
）か
ら
七
日

（
木
）ま
で
の
七
日
間
、『
火
を
消
し
て
　

不
安
を
消
し
て
　
つ
な
ぐ
未
来
』を
全
国

統
一
防
火
標
語
と
し
、春
の
全
国
火
災
予

防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
い
っ
た
ん
発
生
す
る
と
、尊
い
命
や
大

切
な
財
産
を
一
瞬
に
し
て
灰
に
し
て
し
ま

う
恐
ろ
し
い
火
災
。全
国
的
に
は
、令
和

四
年
中
お
よ
そ
三
万
七
千
件
の
火
災
が

発
生
し
、お
よ
そ
千
五
百
人
の
方
が
亡
く

入場分列行進

防火作品表彰

な
っ
て
い
ま
す
。火
災
の
原
因
の
大
半
は
、

ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
や
不
注
意
に
よ
る
も

の
で
す
。

　
火
災
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
に
は
、

一
人
ひ
と
り
が
防
火
の
重
要
性
を
自
覚

し
、火
災
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
行
動
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
箕
面
市
消
防
本
部
・
消
防
団
で
は
、火

災
発
生
に
よ
る
死
傷
事
故
や
大
切
な
財

産
の
損
失
を
防
ぐ
た
め
、こ
の
運
動
を
契

機
と
し
て
、日
頃
忘
れ
が
ち
な
火
災
に
対

す
る
警
戒
心
を
喚
起
し
、市
民
や
事
業

所
の
皆
さ
ん
と
一
体
と
な
っ
て
火
災
予
防

を
推
進
し
よ
う
と
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
会
員
皆
さ
ん
の
事
業
所
に
お
か
れ
ま

し
て
も
、消
防
設
備
等
の
点
検
や
消
火
、

避
難
、通
報
訓
練
等
を
実
施
し
て
い
た
だ

き
、日
頃
の
備
え
と
し
て
防
火
体
制
の
充

実
強
化
の
推
進
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
本
協
会
と
し
ま
し
て
も
、効
果
的
な

火
災
予
防
運
動
が
推
進
で
き
ま
す
よ
う

に
、消
防
本
部
が
実
施
す
る
行
事
に
協

力
し
ま
す
。

消
防
本
部
の
主
な
行
事
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令和５年 消防概況（箕面市管内）令和５年 消防概況（箕面市管内）

　火災件数は26件で、昨年（14件）
と比べ12件増加しており、おおむね
14日に1件の割合で発生したことにな
ります。また、8名の方が負傷されてい
ます。
　火災原因は、「電気関係」が6件
で最も多く、次に「放火及び放火の疑
い」、「たばこ」及び「コンロ」が3件と
続いています。

　救急件数は8,485件で昨年（8,074
件）と比べ411件増加しており、1日あた
り約23.2件の割合で救急隊が出動し
たことになります。
　事故種別では、急病が最も多く、救
急件数の64.5％を占めており、次に一
般負傷、転院搬送、交通事故と続い
ています。

　救助件数は38件で昨年（36件）と
比べ2件増加しています。事故種別で
は建物等による事故が16件、交通事
故が9件、火災（建物）が3件、機械に
よる事故が2件、水難事故が1件、その
他の事故が7件となっています。
　また、救助人員は32名で、昨年(19
名)と比べ13名増加しています。

火災 26件
火災種別
  ◇建物火災    18件
  ◇車両火災   　 2件
  ◇林野火災   　 3件
  ◇その他火災  　 3件
 死　者          0 名
 負傷者  　　　        8 名
 損害額     1,638千円
　　　　　　　 ＊損害額調査中9件

救急 8,485件
事故種別
  ◇ 急　　病　　   5,477件
  ◇ 一般負傷　　　1,488件
  ◇ 転院搬送　　　　702件
  ◇ 交通事故　　　　519件
  ◇ そ の 他　　　　299件

  搬送人員　   7,760名

救助 38件
事故種別
  ◇ 建物等による事故  16件
  ◇ 交通事故　　　　　9件
  ◇ 火災（建物）　　　　3件
  ◇ 機械による事故　　2件
  ◇ 水難事故　　　　　1件
  ◇ その他の事故　　　7件

  救助人員　     32名

消防本部からのお知らせ

　消防本部では、昨年4月に新任消防士4名を採用し、うち2名が大阪府立消防学校での前期初任教育
に派遣され、9月26日に修業後、消防署にて勤務を始めました。
　また、他の2名は、半年間市役所での勤務を行った後、同年10月から大阪府立消防学校での後期初
任教育に派遣され、本年3月27日に修業後、消防署にて勤務します。
　今後の活躍を期待しています。頑張ってください!

新
任
消
防
士
紹
介

新
任
消
防
士
紹
介

八木　良偉亜（前期修業）
や　ぎ ら　い　あ

金子　洸大（前期修業）
かねこ こうだい

名越　零（後期修業）
なごし れい

屋鋪　侑司（後期修業）
やしき ゆうじ
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滝ノ道ゆずるトンネルで訓練を実施しました
　令和5年11月16日（木曜日）箕面有料道路の滝ノ道ゆずるト
ンネルにおいて、大阪府道路公社・大阪府警高速道路交通警察
隊と合同防災訓練を実施しました。新型コロナウイルス感染拡
大の影響もあり、4年振りに行われ、大阪府道路公社から道路パ
トロールカー1台、大阪府警高速道路交通警察隊からパトカー1
台、箕面市消防本部から消防車両5台が参加しました。
　この訓練は、トンネル内での車両火災や交通事故などが発生
した場合に備えて、災害対応力の向上、関係機関との連携強化
のため実施しています。
　今回の想定は、「トンネル内を走行中の車両がハンドル操作を
誤り側壁に衝突後、道路中央に停車。運転手1名は自力での脱出
が不可能で、事故車両から白煙が出ており、火災危険がある。」

着衣着火にご注意を!

☆お問い合わせ先☆　消防本部予防室　予防グループ　☎072‒724‒9995（直通）

着衣に火がついたときの対処方法

着衣着火を防ぐために以下の点に注意しましょう

との内容で訓練を実施しました。
　事故現場に最先着した大阪府道路公社職員がトンネル内に設
置された消火栓を使用して事故車両に対する初期消火を実施、
その後、到着した大阪府警高速道路交通警察隊員が運転手を救
出しました。救出された運転手は救急隊に引き継がれ、事故車両
から出火したため、消防隊の泡消火による消火活動を実施しま
した。
　この訓練を通じて、トンネル内で発生した災害時の活動要領
の確認、関係機関と連携時の課題を抽出する等、非常に有意義
な訓練でありました。実災害で対応できるよう今後も万全の体
制で、箕面市の安心安全に貢献できるよう尽力いたします。

　着衣着火とは、調理中のコンロの火や仏壇のろうそくの火などが、
着ている衣服に燃え移る現象をいいます。
　衣服の素材によっては、一瞬の炎との接触で燃えあがってしまうものもあります。
　毎年、全国で１００人前後のかたが着衣着火によって命を落としていますが、
そのうち大多数が６５歳以上の高齢者です。
　その原因として、加齢による運動能力や判断力の低下が考えられますので、
高齢者の方は特に注意が必要です。

●あわてずに、すぐに水や消火器で消火しま
しょう。（すぐに衣服が脱げる場合は脱ぐ）
●近くに水がなければ、その場に転がって燃
えているところを地面に押しつけて消火し
てください。
●火が消えたら、１１９番へ通報しましょう。
●やけどをした場合には、水道の流水で冷
やしてください。

●袖口が広がった衣服で調理しないようにしましょう。
●コンロの奥に調味料を置かないようにしましょう。
●仏壇のろうそくを灯すときは、火が衣服につかないように注意しましょう。
●燃えにくい素材の「防炎製品」を使用しましょう。

イラスト出典：長谷川祐子のリスクウォッチ、一般財団法人リスクウォッチ

イラスト出典：（公財）日本防炎協会

イラスト出典：消費者庁公式X（着衣着火にご用心！）
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協会事務局からのお知らせ
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本
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で
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消
火

器
の
設
置
普
及
を
図
る
た
め
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で
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だ
さ
い
。ま
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行
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。
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Ｂ
Ｃ
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〇
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Ｂ
Ｃ
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０
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０
０
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（
直
通
）

　当社は１９６８年の創業以来、土木工事を主力事業に箕面市の社会基盤の整備に貢
献して来ました。長年培った確かな技術で、道路工事や上下水道工事、宅地造成工事、
耐震補強工事など幅広い分野を手掛けています。
　高い技術力とノウハウを活かして、自治体や企業、地域の皆さまのお役に立てるよ
うにして参ります。

■住　所：箕面市稲１丁目５番３号
■Ｔ Ｅ Ｌ：０７２－７２３－２２８２
■F A X：０７２－７２３－２３６０

■事業内容
　土木（道路工事・上下水道工事・宅地造成工事）
　建築（耐震補強・外構工事）・不動産売買・仲介

確かな技術で地域に貢献

消
防
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火
管
理
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習
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。
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協会事業所のご紹介
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